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今月の表紙：あぐりキッズスクールで子どもたちが収穫した夏野菜（さつま町）



農業体験
　ＪＡ北さつまと県立薩摩中央高校は 7 月 31 日、次世代
を担う子どもたちに「食」や「農」に親しんでもらおうと、
夏休み特別コラボレーション企画「第 5 回あぐりキッズ
スクール」を開きました。さつま町と薩摩川内市、伊佐市
に住む 2 ～ 12 歳までの子ども 27 人と保護者 16 人が参
加し、親子で農業体験を楽しみました。
　参加者は①野菜・草花②果樹・畜産③食品加工・機械工
作の３コースに分かれ、同高校の生徒が子どもたちをサ
ポートしながら夏野菜や梨の収穫、花の寄せ植え、牛のス
ケッチ、ドローン操作体験などを行いました。機械工作で
はトラクターをデコレーションした「ネコバス」に乗り込
み、子どもたちは校内の巡回を楽しみました。
　日ごろあまり馴染みのない農業体験に、子どもたちはい
きいきとした表情で目を輝かせていました。参加した子ど
もたちは「野菜がたくさんとれて楽しかった」「牛が大き
くてびっくりしたけど、近くで見たら可愛かった」など満
足した様子でした。保護者は「普段農業に触れ合う機会が
あまりないので、とても良い経験になったと思う。高校生
のお兄ちゃんお姉ちゃんが子どもたちに優しくしてくれて
嬉しい」と話していました。
　ＪＡ北さつまの春田和則組合長は「子どもたちにはこれ
からも土や野菜、果物、動物に触れ合って農業の楽しさと
大切さを肌で感じてほしい。農業への理解を深め、農業高
校やＪＡにも関心を持ってもらいたい」と話しました。

2





　
さ
つ
ま
町
ブ
ド
ウ
振
興
会

　
さ
つ
ま
町
ブ
ド
ウ
振
興
会
の
収
穫
祭
が
7
月

23
日
、
同
町
広
瀬
の
福
岡
観
光
農
園
で
あ
り
ま

し
た
。
町
内
の
保
育
園
児
8
人
が
招
待
さ
れ
、

生
産
者
と
一
緒
に
丸
々
と
実
っ
た
ブ
ド
ウ
の
収

穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
振
興
会
で
は
8
人
が
約
3
㌶
で
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
や
ブ
ラ
ッ
ク
オ
リ
ン
ピ
ア
、
ク
イ
ー

ン
ニ
ー
ナ
な
ど
多
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
産
は
2
月
以
降
の
気
温
が
低
温
で
推
移

し
た
こ
と
か
ら
、
発
芽
が
昨
年
よ
り
5
～
7
日

程
度
遅
れ
ま
し
た
。
4
月
に
入
っ
て
か
ら
も
気

温
が
低
い
傾
向
が
続
き
、
開
花
の
遅
れ
や
バ
ラ

つ
き
が
あ
り
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
後
は
降
雨
が

続
い
た
こ
と
で
玉
伸
び
に
は
好
条
件
と
な
っ
た

一
方
で
日
照
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
梅

雨
明
け
後
の
高
温
と
日
照
時
間
の
多
さ
で
色
付

き
が
良
く
な
り
、
昼
夜
の
気
温
差
で
糖
度
の
高

い
ブ
ド
ウ
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
ご
ろ
ま
で
観
光
農
園
や
直
売
所
な
ど
で

販
売
し
、
今
年
産
は
生
産
量
30
㌧
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
川
畑
隆
文
会
長
は
「
今
年
も
甘
く
て
品
質
の

良
い
ブ
ド
ウ
が
で
き
た
。
今
が
旬
な
の
で
、
多

く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
町
内
産
の

ブ
ド
ウ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
薩
摩
川
内
市
ぶ
ど
う
部
会

鋏
入
れ
式

　
薩
摩
川
内
市
ぶ
ど
う
部
会
鋏
入
れ
式
が
7

月
29
日
、
同
市
東
郷
町
の
森
園
ぶ
ど
う
園
で

あ
り
ま
し
た
。
部
会
で
は
生
産
者
41
人
が

18
・
4
㌶
で
、
主
に
巨
峰
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
な
ど
7
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
有
数
の
ブ
ド
ウ
産
地
で
あ
る
同
市
。

今
年
産
は
2
～
3
月
の
低
温
の
影
響
で
生
育

が
や
や
遅
れ
ま
し
た
が
、
梅
雨
明
け
後
に
日

照
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
出
荷
遅
れ
も
あ
ま

り
な
く
、
着
色
・
糖
度
と
も
良
好
で
す
。
販

売
時
期
は
7
月
下
旬
～
9
月
中
旬
ま
で
で
、

直
販
や
宅
配
、
観
光
農
園
以
外
に
も
Ｊ
Ａ
を

通
じ
た
共
同
販
売
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
鋏
入
れ
式
に
は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
関

係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
地
元
の
保
育
園
児

23
人
も
収
穫
を
体
験
し
、
様
々
な
品
種
の
ブ

ド
ウ
の
食
べ
比
べ
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
上
野
博
孝
部
会
長
は
「
今
年
も
良
質
な
ブ

ド
ウ
が
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
食

べ
て
欲
し
い
。
こ
れ
か
ら
暑
い
中
で
の
作
業

が
本
格
的
に
始
ま
る
の
で
、
農
家
は
体
調
管

理
に
十
分
注
意
し
て
作
業
し
て
欲
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

糖
度
高
く
高
品
質
、

　
旬
の
ブ
ド
ウ
を
め
し
あ
が
れ
！
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薩摩中央家畜市場　2025年8月8日～ 9日
入場頭数 617 頭
売却頭数 605 頭
入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均

体重
kg

単価 前回比

雌 259 248 825,000 336,600 611,485 297 2,061 ▲7,562
雄
去 358 357 997,700 162,800 680,385 323 2,106 ▲21,392

総平均値 652,142 円　　　
前 回 比 14,885 円　安値
総売上高 394,545,800 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
65
万
2
1
4
2
円

　

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
8
月
8
日
、
9

日
の
２
日
間
、
子
牛
せ
り
市
が
あ
り
ま

し
た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
65
万

2
1
4
2
円
で
、
前
回
（
7
月
）
を
1
万

4
8
8
5
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
82
万
5
0
0
0
円
、
去
勢
が
99
万

7
7
0
0
円
で
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
ナ
シ
振
興
会
は
7
月
30

日
、
同
町
虎
居
の
神
囿
園
で
収
穫
祭

を
開
き
ま
し
た
。
さ
つ
ま
町
は
県
内

で
は
霧
島
市
に
次
い
で
2
番
目
の
出

荷
量
を
誇
る
ナ
シ
の
産
地
。
現
在
6

戸
が
約
6
㌶
で
主
に
「
幸
水
」
「
豊

水
」
「
新
高
」
な
ど
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
品
種
を
変
え
な
が
ら
10
月
下

旬
ま
で
、
直
売
所
や
観
光
農
園
な
ど

で
販
売
し
ま
す
。

　
今
年
は
2
～
3
月
の
低
温
に
よ
り

開
花
が
若
干
遅
れ
ま
し
た
が
、
梅
雨

入
り
後
の
雨
量
も
多
く
、
果
実
の
肥

大
は
順
調
。
梅
雨
明
け
以
降
は
日
照

時
間
が
多
く
、
生
育
は
例
年
並
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
糖
度
・
玉
伸
び
と

も
良
く
、
み
ず
み
ず
し
く
て
甘
い
高

品
質
の
梨
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
祭
に
は
薩
摩
中
央
高
校
の
生

徒
2
人
も
参
加
し
、
丸
々
と
実
っ
た

梨
の
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
試
食

で
は
「
甘
く
て
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し

て
お
い
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
藤
田
俊
郎
会
長
は
「
今
年
も
甘
く

て
お
い
し
い
ナ
シ
に
仕
上
が
っ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
食
べ
て

欲
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

甘
く
て
ジ
ュ
ー
シ
ー
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
食
感
！

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
7
月
31
日
・
8
月
1
日
の

2
日
間
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
農
業
機
械
展
示
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
農
機
メ
ー
カ
ー
が
出
店

し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
、
刈
り
払
い
機

な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
機

や
ド
ロ
ー
ン
、
刃
物
な
ど
の
展
示
も
あ
り
ま
し

た
。
メ
ー
カ
ー
担
当
者
が
操
作
方
法
や
機
動
性

な
ど
を
紹
介
し
、
来
場
者
は
必
要
と
す
る
農
機

や
資
材
に
手
を
触
れ
、
熱
心
に
確
か
め
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
人
気
を
集
め
た
の
が
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま

り
つ
つ
あ
る
中
古
農
機
の
抽
選
販
売
。
販
売
開

始
前
に
は
来
場
者
が
目
当
て
の
中
古
農
機
の
品

定
め
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
ガ
ス
器
具
や
メ
ガ
ネ
、

補
聴
器
な
ど
の
生
活
用
品
の
展
示
も
あ
り
、
来

場
者
か
ら
は
好
評
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

中
古
農
機
の
販
売
が

　
　
　
　
　
人
気
集
め
る

～
夏
期
農
業
機
械
展
示
会
～

多くの来場者で賑わいました
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伊
佐
市
立
大
口
東
小
学
校
の
3
年
生
9
人
が

7
月
16
日
、
校
内
に
あ
る
畑
で
大
豆
の
種
ま
き

を
し
ま
し
た
。
児
童
は
ま
い
た
大
豆
に
「
ま
め

み
ち
ゃ
ん
」
な
ど
と
名
前
を
付
け
、
優
し
く
土

を
被
せ
な
が
ら
「
大
き
く
な
れ
」
と
願
い
を
込

め
て
い
ま
し
た
。

　
3
年
生
は
国
語
の
授
業
で
「
す
が
た
を
か
え

る
大
豆
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
実
際
に
栽

培
し
て
観
察
し
、
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
頃

に
収
穫
体
験
、
2
月
に
豆
腐
作
り
を
行
い
ま

す
。
植
え
て
か
ら
大
豆
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成

長
し
、
ど
の
よ
う
な
食
材
に
変
わ
る
か
を
学
び

ま
す
。

　
児
童
は
「
頑
張
っ
て
植
え
た
の
で
、
元
気
に

育
っ
て
欲
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
、
大
豆
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
指
導
し
た
同
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

瀬
之
口
浩
会
長
は
「
実
際
に
栽
培
す
る
こ
と
で

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
み
ん
な
で
大
豆

の
成
長
を
見
守
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
薩
摩
川
内
市
で
合
宿
を
行
う
全
日
本
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
歓
迎
式
が
8
月
12

日
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
で
あ
り
ま
し

た
。
市
や
県
、
同
市
の
農
産
物
販
売
促
進
協

議
会
は
鹿
児
島
黒
牛
や
ブ
ド
ウ
、
焼
酎
な
ど

の
特
産
品
を
贈
り
、
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

　
合
宿
は
8
月
11
日
～
17
日
ま
で
行
わ
れ
、

9
月
に
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手
権
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
）
に
向
け
て
チ
ー
ム
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ら
は
下
口
和
幸
常
務
が

出
席
し
、
同
市
産
の
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

を
大
塚
達
宣
選
手
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
石
川
祐
希
選
手
は

「
先
日
の
大
雨
で
被
災
さ
れ
た
方
に
元
気
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
選
手
権
で
し
っ

か
り
と
結

果
を
出
し

た
い
。
市

の
特
産
品

を
食
べ
て

栄
養
を
取

り
、
合
宿

に
臨
み
た

い
」
と
語

り
、
健
闘
を

誓
い
ま
し

た
。

大
豆
の
成
長
楽
し
み
！

　
大
口
東
小
で
種
ま
き

特
産
品
・
農
畜
産
物
で
歓
迎

～
全
日
本
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
歓
迎
式
～

大豆の成長を願い
優しく土をかぶせる児童たち

各
地
区
で
新
規
就
農
者
を
歓
迎

～
川
薩
地
区・伊
佐
市
～

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

川
薩
地
区

　
　
「
新
規
就
農
者
を
励
ま
す
会
」

　
川
薩
地
区
指
導
農
業
士
会
は
7
月
11
日
、

さ
つ
ま
町
の
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
で
「
新
規

就
農
者
を
励
ま
す
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
の
新
規
就
農
者
は
薩
摩
川
内
市
１

人
、
さ
つ
ま
町
４
人
の
計
５
人
。
野
菜
、
水

稲
、
養
鶏
の
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
会
の
別
府
生
次
会
長
は
「
困

難
や
悩
み
事
が
あ
れ
ば
、
指
導
農
業
士
会
や

農
業
の
先
輩
達
に
遠
慮
せ
ず
に
相
談
し
て
欲

し
い
。
私
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
成
長
し
た

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
新
規
就
農
者
は
経
営
目
標
や
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
事
、
将
来
の
夢
な
ど
を
発
表
し
ま

し
た
。
県
外
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
、
さ
つ

ま
町
で
ト
マ
ト
の
施
設
栽
培
を
す
る
中
囿
洋

輝
さ
ん
は
「
農
業
を
す
る
中
で
様
々
な
困
難

が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
収
量
を
増
や

し
、
安
定
し
た
経
営
が
出
来
る
よ
う
に
努
力

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

伊
佐
市

　
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
つ
ど
い
」

　
伊
佐
市
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
の
つ
ど
い
が

7
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
伊
佐
総
合
支
所
で
あ
り
ま

し
た
。
令
和
6
～
7
年
度
に
新
規
就
農
し
た

4
人
と
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、
指
導
農
業
士
会
な

ど
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
カ
ボ
チ
ャ
、
根
深
ネ
ギ
な
ど
の
栽
培
に
取

り
組
む
中
村
安
孝
さ
ん
は
「
新
し
い
事
に
挑

戦
し
、
楽
し
み
な
が
ら
農
業
に
取
り
組
み
た

い
。
子
ど
も
が
将
来
、
農
業
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
橋
本
欣
也
市
長
は
「
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
支
え
て
い
く
た
め
、
新
規
就
農
者

が
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
の
田
口
雅
之
常
務
は
「
若
い
力
で
柔

軟
な
発
想
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
Ｊ
Ａ
も
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。　

就
農
へ
の
決
意
を
述
べ
る
中
囿
さ
ん

記
念
品
を
受
け
取
る
中
村
さ
ん

特産品や農畜産物で歓迎しました
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伊佐市夏祭り2025伊佐市夏祭り2025
　

夏
の
風
物
詩
「
伊
佐
市
夏
祭

　

夏
の
風
物
詩
「
伊
佐
市
夏
祭

り
」
が

り
」
が
77
月月
2626
日
、
伊
佐
市
大
口

日
、
伊
佐
市
大
口

の
中
心
部
で
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広

の
中
心
部
で
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
祭
り
が
最
高
潮

げ
ら
れ
ま
し
た
。
祭
り
が
最
高
潮

と
な
る
総
手
踊
り
に
は
多
く
の
団

と
な
る
総
手
踊
り
に
は
多
く
の
団

体
や
市
民
が
参
加
し
、
「
伊
佐
よ

体
や
市
民
が
参
加
し
、
「
伊
佐
よ

か
と
こ
」
な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
、

か
と
こ
」
な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
、

約
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
踊
り
歩

約
１
時
間
半
に
わ
た
っ
て
踊
り
歩

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ら
は
職
員
と

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ら
は
職
員
と

青
壮
年
部
員
約

青
壮
年
部
員
約
4040
人
参
加
し
、
Ｊ

人
参
加
し
、
Ｊ

Ａ
北
さ
つ
ま
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
大

Ａ
北
さ
つ
ま
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
大

き
く
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
揃
い
の
Ｔ

き
く
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
と
手
作
り
の
う
ち
わ
を

シ
ャ
ツ
と
手
作
り
の
う
ち
わ
を

持
っ
て
元
気
よ
く
踊
り
、
沿
道
の

持
っ
て
元
気
よ
く
踊
り
、
沿
道
の

観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

観
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
花
火
大
会
も
あ
り
、
伊

　

夜
に
は
花
火
大
会
も
あ
り
、
伊

佐
の
夏
の
夜
空
を
約
７
０
０
０
発

佐
の
夏
の
夜
空
を
約
７
０
０
０
発

の
花
火
が
彩
り
ま
し
た
。

の
花
火
が
彩
り
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
夏
祭
り
「
熱
唱

祭
」
が
8
月
2
日
、
同
町
宮
之

城
屋
地
と
虎
居
の
国
道
３
２
８

号
沿
い
で
あ
り
ま
し
た
。
暑
い

中
で
し
た
が
多
く
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
、
会
場
周
辺
は
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
か
ら
は
総
勢

55
人
の
役
職
員
が
手
踊
り
に
参

加
。
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
背
中
に
大
き
く
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

と
、
春
田
和
則
組
合
長
の
似
顔

絵
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
手
作
り

の
う
ち
わ
を
手
に
持
ち
、
「
さ

つ
ま
町
民
音
頭
」
「
お
は
ら

節
」
「
は
ん
や
節
」

の
３
曲
を
約

１
時
間
か
け
て

元
気
に
踊
り
歩

き
ま
し
た
。

さつま町夏祭り「熱唱祭」さつま町夏祭り「熱唱祭」

ＪＡ職員も手踊りに参加しました！
～今年も各地で夏祭り開催～
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こちら営農情報局!

野菜

生産部　生産販売課
福田　匡晃

春夏カボチャの次年度栽培に向けて

１. かぼちゃ部会の現況について
　ＪＡ北さつまかぼちゃ部会では、春夏カボチャを 3 ～ 4 月に定植をおこないます。定植時期が
低温で霜の被害が懸念されることから、トンネル栽培が基本となっています。出荷は 6 ～ 7 月ま
でです。
　下記の実績は、直近 5 カ年の管内の実績になりますが、数量は半数以上減少していることが分かります。大きくは
高齢化による作付人数の減少と収穫時期の大雨・高温による影響が収穫量減少の要因となっています。しかし、単価
は出荷時期を通して向上しており、更に後半にかけて単価が伸びていることがわかります。単価高の要因は数量不足
が主で、今後もこのような情勢になることが見込まれます。
　部会では、高齢化に伴い年々部会員数が減少傾向にあります。全国的にも産地が縮小しており、今後の産地維持・
拡大に向けて新規栽培者の確保に取り組んでいます。

　　　【ＪＡ北さつま　春夏カボチャ実績】　　　　　　　　　　　　　　単位：数量（ﾄﾝ），単価（円 /KG）

２. 今後の提案について
　上記のことから考察しますと、従来どおりトンネル設置をおこない、栽培する方法ももちろんですが、5 月（霜が
降りない時期）に無被覆で双葉定植を行い、1 本仕立てで栽培することにより 7 月出荷を行います。
　作期分散での栽培が可能で、なお資材費・労務費等を削減できて単価も確保できるため、推進を検討したいと考え
ています。

「春夏かぼちゃ栽培の次年度栽培に向けて」

1．かぼちゃ部会の現況について

　JA北さつまかぼちゃ部会は、春夏かぼちゃを3～4月に定植をおこない、定植時期が低温で

霜の被害が懸念されることからトンネル栽培が基本となっています。出荷は6～7月までです。

　下記実績は、直近5カ年の北さつま管内の実績になりますが、数量は半数以上減少している

ことが分かります。これは、大きくは高齢化による作付け者の減少と収穫時期の大雨や高温に

よる影響が収穫量減少の要因であります。しかし、単価は出荷時期通して向上しており、更に

後半にかけて単価が伸びていることがわかります。単価高の要因は、数量不足がおもで今後も

このような情勢になることが見込まれます。

　部会では、高齢化に伴い年々部会員数が減少傾向にあります。全国的にも産地が縮小しており、

今後の産地維持・拡大に向けて新規栽培者確保に取り組んでいます。

＜JA北さつま春夏かぼちゃ実績＞ 単位：数量（ﾄﾝ），単価（円/KG）

年 5月 6月 7月 合計

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

R01(2019)年 4 16 63 60 231 162 49 585

R05(2023)年 2 17 46 45 167 73 10 360

R06(2024)年 6 49 34 145 57 10 300

R07(2025)年 3 20 55 136 42 12 267

R01(2019)年単価 355 277 217 195 186 174 157 188

直近3カ年平均単価 339900 331166 225588 224488 225533 223333 223300 225511

単価対比（％） 111100%% 111144%% 111199%% 112277%% 113366%% 113344%% 114466%% 113344%%

2．今後の提案について

　上記のことから考察すると、従来どおりトンネル設置をおこない、栽培する方法ももちろんだが、

5月（霜が降りない時期）に無被覆で双葉定植を行い、1本仕立てで栽培することで7月出荷を行う。

作期分散をして栽培可能で、なお資材費・労務費等を削減できて単価も確保できるため推進を検討したい。

＜栽培の様子＞

5月7日定植 6月17日心止め

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450

50

100

150

200

250

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

5月 6月 7月

春夏かぼちゃ実績（数量・単価）
R01(2019)年
R05(2023)年
R06(2024)年
R07(2025)年
直近3カ年平均単価
R01(2019)年単価

（t） （円/KG）

後後半半ににかかけけてて、、220000円円//KKGG
をを下下回回っってていいなないい。。

栽培様式 作式 定植時期 畦幅 株間 定植本数
1果重さ
（平均）

10a反収
平均単価
（KG）

10a金額

トンネル
2本仕立て
4果どり

3～4月 5.0m 60cm 333本 1.5kg 1,500kg 250円 375,000円

露地
1本仕立て
1果どり

5月 4.0m 30cm 833本 2.0kg 1,400kg 230円 322,000円

【栽培の様子】
5 月 7日：定植 6月 17日：芯止め
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その他、刺身盛、寿司盛等のご予約も承ります。
お彼岸、運動会など秋はイベントが盛りだくさん！
ご予約はお近くのAコープへ。どうぞご利用ください。

のCMが新しくなりました！
こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!

野菜クイズと夏野菜カレーで
　　　　　　　　　たのしく学ぼう！
～あぐりキッズスクールで夏野菜カレー・野菜クイズ～

　ＪＡ北さつま女性協さつま支部は、7月31日に薩摩中央高校で開
催されたあぐりキッズスクール（※詳細は２ページ・３ページを参
照）で『夏野菜カレー』を作り、参加者や講師を務めた薩摩中央高
校の生徒や関係者など、約70人に振る舞いました。
　ナスやカボチャ、オクラなどの夏野菜がたっぷり入った夏野菜カ
レーを、授業を終えてお腹を空かせていた参加者と高校生はペロリ
と平らげました。また、デザートには果物味の手作りゼリーもあり
ました。
　昼食時間に合わせ、さつま地区の青壮年部員が野菜の特徴やよく
使われる料理などをヒントにした「野菜クイズ」を始めると、子ど
もたちは一生懸命に手を挙げ、大きな声でクイズに答えていまし
た。正解した子どもたちには女性部加工グループ特製の「ふくれ菓
子」がプレゼントされました。「カレーおいしかった」「クイズに
答えられて嬉しかった」など、参加した子どもたちは大満足の様子
でした。

レザークラフトで
世界に一つだけの作品づくり

～ＪＡ北さつまフレッシュミズ　レザークラフト教室～
　8月2日、ＪＡ北さつまフレッシュミズはＪＡ本所でレザークラ
フト教室を開き、20～40代の女性10人が参加しました。
　ＪＡ北さつま女性協伊佐支部の後飯塚玲子さんが講師となり、
牛皮に模様の刻印を入れる工程や縫い付け方法などを楽しく学び
ながら、オリジナルの通帳ケースを完成させました。
　参加者は「皮に刻印を一度入れると修正が効かないので緊張し
た」「皮に縫い付ける作業が大変だったが、オリジナルの作品が
作れたので嬉しい」と、苦労しながらも世界に一つだけの作品を
作り上げたことに満足した様子でした。

今月の
女性部＆青壮年部

みんなで夏野菜カレーをペロリと平らげました

大きな鍋でタマネギを
炒める様子

大盛り上がりの
野菜クイズ！

個
性
あ
ふ
れ
る

作
品
を
作
り
ま
し
た
！
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◆
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
年
は
梅
雨
も

短
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に

夏
が
来
ま
し
た
。
夏
野
菜

も
順
調
に
育
ち
、
毎
日
新

鮮
な
野
菜
を
食
べ
て
い
ま

す
。
今
の
と
こ
ろ
は
水
稲

も
成
績
が
良
く
、
秋
の
収

穫
が
楽
し
み
で
す
。

　
伊
佐
市

78
歳
・
女
性

◆
娘
が
キ
ュ
ウ
リ
の
苗
を

３
本
く
れ
た
の
で
、
栽
培

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
32
本

の
キ
ュ
ウ
リ
が
実
り
、
初

め
て
に
し
て
は
上
々
の
出

来
栄
え
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
野
菜
の
値
段
が
高
騰

し
て
い
る
の
で
、
と
て
も

助
か
り
ま
し
た
。

　
伊
佐
市

78
歳
・
女
性

◆
小
さ
な
菜
園
に
夏
野
菜

の
種
を
ま
き
ま
し
た
。
七

夕
の
頃
も
猛
暑
続
き
で
、

育
つ
前
に
虫
の
餌
食
に
な

り
ま
し
た
。
散
歩
道
の
水

田
に
は
あ
ま
り
水
が
な
く
、

ま
だ
米
不
足
が
続
く
の
か

な
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

「
早
く
雨
を
降
ら
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
天
の
川
を
仰

ぎ
、
七
夕
の
お
願
い
を
し

ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町　

84
歳
・
女
性

◆
子
ど
も
の
頃
、
七
夕
に

と
て
つ
も
な
い
願
い
事
を

書
い
て
飾
っ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
年

齢
を
重
ね
る
と
先
行
き
に

不
安
が
あ
り
ま
す
が
、
１

日
１
日
を
大
切
に
生
き
て

い
く
事
で
解
消
で
き
て
い

ま
す
。
今
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
、
ご
近
所
さ
ん
と

の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
さ
つ
ま
町

76
歳
・
女
性

◆
夜
中
に
ト
イ
レ
に
起
き

た
時
の
こ
と
、
足
元
に
子

ど
も
の
手
の
ひ
ら
ほ
ど
の

大
き
さ
の
『
や
っ
で
こ
』

が
い
て
、
大
の
虫
嫌
い
の

私
は
思
わ
ず
悲
鳴
を
上
げ

ま
し
た
。
大
き
な
声
に

ビ
ッ
ク
リ
し
て
部
屋
の
隅

に
逃
げ
込
ん
だ
『
や
っ
で

こ
』
と
、
眠
れ
ぬ
一
夜
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町

70
歳
・
女
性

◆
今
年
は
夏
野
菜
を
植
え

よ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、

い
つ
の
間
に
や
ら
梅
雨
が

明
け
て
夏
本
番
に
…
。
近

所
の
方
に
夏
野
菜
を
頂
く

た
び
に
う
ら
や
ま
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
こ

そ
は
…
。

　
薩
摩
川
内
市50

歳
・
男
性

いつもお便り
ありがとうございます！

移動金融店舗車運休のお知らせ
　移動金融店舗車につきまして、定期点検のため下記の
日程で運行を休止いたします。利用者の皆様にはご迷惑
をおかけいたしますが、ご理解いただきますようお願い
申し上げます。

JA 北さつまのインスタグラムはじめました！
お得な情報や
旬な情報を
タイムリーに
お届けします♪

フォロー・いいね
お願いします♪

運行休止日
令和7年9月16日（火）～
　　　　　22日（月）までの5営業日

※土日祝は非営業日です。
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二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
1
3
6
7

8
10
14
16
18
19
20

1

2
3
4
5
7

9
11
12

13
15
16

17

9月の第3月曜日は――の日。国民の
祝日です
敷布団にかけます
ツナやビールを詰めます
仕入価格のこと
空振りしたらバットが切るもの
高知市の景勝地。坂本龍馬像がありま
す
重い――を上げて出かけた
ダリアやコスモスはこの植物の仲間
文は主語、――、目的語などからでき
ています
鶏卵の重量の60%を占めます
兄が一人いる男性
しめ縄から下げる白い紙。「垂」「四手」
と書きます
なくて七――

車窓を流れていきます
おしゃべりではありません
アルファベットの5番目
9月1日は――大震災の起きた日。現
在は防災の日になっています
あばら骨ともいいます
塗装していない、――のカウンター
数え年99歳のお祝いです
ホッキョクグマの別名
終わったら秋になります
祭りの――で焼きそばを買った
十五夜に供える月見――

①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号③住所
④氏名⑤年齢⑥意見・感想などを記入
し、左記の宛先まで送ってください。正
解者の中から抽選で10名の方に粗品
をプレゼントします。
締切は令和7年9月30日（火）です。
（提供いただいた個人情報については、
プレゼント発送以外の目的には使用い
たしません）

応募方法

7月号当選者発表 8月号の解答

当選者は10月号で発表します。
※当選者プレゼントは9月中旬頃に発送します。

　7月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

▽宿里　とも子さん

▽平田　晶子さん

▽武　八重子さん

▽井上　圭子さん

▽石原　利博さん

▽岩元　君代さん

▽満園　勝恵さん

▽宮里　恵さん

▽榊　澄子さん

▽渕脇　小由利さん

理事会だより
第5回理事会を7月31日（木）に開きま
した。次の事項について協議し、すべ
て承認されました。

【議　案】
①延滞債権の現状と今後の回収方針
について
②ハラスメント対策基本方針につい
て
③組合と理事との契約について
④農産物検査業務規程等の一部改正
について

ウ ミ ホ タ ル

まちがいさがし

答え 
2…………お月さまの目が違う 
7…………家が2階建てになっている 
8…………梨が柿に変わっている 
9…………茶わんの形が違う 
11…………鼻にあんこが付いていない

？？
下のイラストには上のイラストと違う部分が5カ
所あります。間違っている部分を左下の枠内の
数字で探しましょう。
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp
/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

S
eptem

ber. 2025

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー
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